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【 コメント】

■水野涼

今日はマシンに少し問題が出てしまい、良い状態でトップ10トライアルを走ることはできませんでした。でもウィークの流れとしては右肩上がりでできているし、ペー
スも作ってセッションを走ることができているので、悪くないと思います。今日はうまくいかない面もありましたが、チームが全力で対応してくれているのでそこは任せ
てリセットして、明日の決勝に臨みたいと思います。

■マーセル・シュロッター

理想的は一日ではなかったですね。残念ながら、今日はより大きな問題が発生してしまいました。ここ数日間、話してきたように、チームは昨年と比較して今年
さらに改善を図ろうとしていて、新しいマッピングや設定を導入しようとしているんです。でも、現実にはそれに苦しんでいる状態です。予選や一部のセッションでは
結局、昨年の戦略や、全日本で使っていたものに戻さざるを得ませんでした。そうしないと、マシンをまともに走らせることもできなかったのです。でも問題は、今週
末のレース用に使うべきメインの設定とマッピングを、まだきちんと解決できていないという点です。今日の朝、僕が最初に走ってレース用のマッピングなどを確認す
る予定だったのですが大きなトラブルが起きてしまって、ピットインとピットアウトを繰り返すことになってしまいました。本来はそのあと、レオンと涼がトップ10トライア
ルのウォームアップをする予定だったのですが、バイクが正常に機能せず、それができなかったんです。そのために、彼らは2号車に乗らざるを得なかったのですが、
2号車はまったく別物のフィーリングでした。僕も乗ってみたんですが、すごく奇妙な感覚でしたね。同じ設定のはずなのに、なぜか全然違う感触だったんです。そ
のために、トップ10トライアルで1周しかアタックできなかった彼らにとって、本当に大変だったと思います。個人的にはトップ10トライアルに出られなかったことが少
し残念です。昨日も言ったように、僕の予選では最初のラップで他車に引っかかり、しかも2度の赤旗が出てしまったので、タイムアタックがまったくできませんでした。
でもそれは別に恥じることではありません。僕が遅かったわけではないし、他のライダーたちが速かった。今一番大切なのは、マシンの問題を解決し、原因を突き
止めて、明日のレースでしっかり走れる状態にすることです。僕たち3人はみんな速くて、いいペースを持っているので、誰に対しても怖がる必要はありません。
HRCやヤマハは1ラップだけ見るとちょっと特別な速さを持っていますが、それはファクトリーチームですから当然です。全力を尽くしている彼らが速くなかったら、それ
こそ問題です。でも僕たちもそのすぐ後ろにいますし、良い仕事ができると思っています。今大事なのは、問題を見つけて修正することです。

■レオン・ハスラム

僕にとっては少しフラストレーションの溜まる一日となりました。今朝のフリープラクティスで1号車にトラブルが発生してしまい、2号車に乗らざるを得ませんでしたが、
その2号車も小さな問題を抱えていて、そのまま予選に突入することになりました。僕にとっても涼にとっても、少し残念な展開でした。というのも、ハードのレース
用タイヤで2分6秒台のタイムが出せていたし、昨日の暑いコンディションでもレース用タイヤで良いタイムが出せていたのに今日は2号車でソフトタイヤを履いて
走ったにもかかわらず、それより遅くなってしまったからです。涼は7秒台、僕は6秒3を出しましたが、本来なら簡単に5秒台前半に入れていたはずです。でもトラ
ブルの影響で6秒台止まりでした。とはいえ、明日はまた新しい一日。素晴らしい走りができるように頑張ります。

■ SDG-DUCATI Team KAGAYAMA 加賀山就臣監督
今日は朝から細かい問題が生じてしまい、それに追われる一日となってしまいました。その問題というのは、エンジンがかからないとかというトラブルではなく、制御
系でエラーが発生してしまうトラブルで、その解決に時間がかかってしまってライダーには迷惑をかけてしまいました。そのために、当初の予定では1号車を使って
マーセルに周回を稼いでもらおうと思ったのですが、それができず、トップ10トライアルまでには直そうとしたのですが、それも時間切れとなり、良い状態のマシンで
送り出すことができませんでした。それでも涼が7秒台、レオンは6秒台を出してくれたので、そこはチームとして本当に感謝しています。うちのライダー3人は、4秒
台、5秒台で走れる力を持っているのは十二分に分かっているし、マシンももちろん、そのポテンシャルを秘めていることは分かっています。だからこそ、その力を十
分に発揮できるステージを今日用意することができなかったのは、申し訳ないと感じています。明日の決勝までの時間をフルに使い、良い状態にして、ライダーを
送り出したいと思います。

鈴鹿８時間耐久ロードレース フリープラクティス・トップ10トライアル

【8月2日 天候：晴れ コースコンディション：ドライ】

2025FIM世界耐久選手権“コカ・コーラ”鈴鹿8時間耐久ロードレース第46回大会が8月1日から3日に三重県・鈴鹿サーキットで行わ
れている。8月2日は、45分間のフリープラクティス後、各ライダー一人ずつ1周のタイムアタックを行う『トップ10トライアル』が
行われた。
フリープラクティスは3人のライダーがライディングし、2番目にコースインしたレオン・ハスラム選手が2分6秒613で6番手に付け

た。15時30分から行われたトップ10トライアルには、SDG-DUCATI Team KAGAYAMAの水野 涼、レオン・ハスラム両選手が出場。
4番手目にレオン選手が登場し、2分6秒323のタイムをマークして、この時点でのトップに立つ。続いて8人目の走行した水野選手は、
いつもの肩から切れ味鋭くコーナーにアプローチしていくライディングではなく、身体をマシンとともに動かしていく丁寧な走りを見
せる。そうして出したタイムは2分7秒105となり、この時点で3番手となる。
その後、ライバルチームによるタイムアタックが行われ、結果的に総合8番手から明日の8時間先のゴールを目指してスタートするこ
ととなった。
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【8月2日 Photo Gallery 】
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